































































































































































































て「自己選択・自己責任」の原理から考えてみたい。   
この原理に対し、著者は「一人前の人間である」という前提に強く重ねあわさっている
点を認めながらも、「自己選択・自己責任の主体」になれることが決して自明でないことや
選択不可能性等を意識する重要性に言及している。しかし、現実として我々は様々なキャ
リアを結果的に「選んだ」ことになっているし、選ばなければならない状況に立たされて
いる。そうした状況において、「自分で選んだ」という事実から逃れることはできず、「で
も、社会に追い込まれた」という主張は「自己選択・自己責任の主体」として認めてもら
えることはない。 
実際、諸問題が発生した際、自己責任論から離れた立場としての発言が、周囲から敬遠
される等のリスクを伴うことは想像に容易い。それは、「生きづらさ」を始めとした諸問題
を「個人の問題」として捉えない姿勢そのものに対し、自己責任の放棄とみなす作用が「自
己選択・自己責任」の原理に存在する。「努力不足」「精神力が足りない」「○○さんはでき
ていた」等、数多に存在する自己責任とみなす言説に抗おうとも、「個人の問題」としての
認識から人びとが解放されない限り、「追い込まれた」という主張が正当なものかどうかを
判断することもできず、結局「生きづらさ」は語れない。こうして、「生きづらさ」は周囲
に可視化されずに、あくまで「個人の問題」として存続し続けているのである。 
他方で、「聞く側」つまり「働いて自活する人」にもこの「自己選択・自己責任」の原理
は強力に浸透しているのではないだろうか。それは、本書中に著者が「働いて自活してい
る人」のあり方を反省的に問い直そうとした箇所にも示されている。「正常」の「あるべき
状態」とみなされる彼/彼女らも過酷な市場競争に巻き込まれており、「関係的生きづらさ」
の語りを「聞けない」のではなく、「聞きたくない」のではないかと疑問を呈しながら、著
者は次のように問いかける。 
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体調や精神のバランスを崩しながら働き続けることや、先の見えない不安をやり過ご
しつつ目の前の仕事に没頭することが、「適応」と呼ばれるならば、「適応」が望まし
いことだと本当にいえるでしょうか。「生きづらい」のは、いったいどちらの側なので
しょうか（本書：45） 
 
 この迫力ある問いかけは、「関係的生きづらさ」を抱える者、「働いて自活する人」とい
う一見、遠いように思える存在が、実は紙一重の存在であることを示唆している。「働いて
自活する人」も「自己選択・自己責任の主体」として、「関係的生きづらさ」の語りを「聞
きたくない」立場である以上、「でも、社会に追い込まれた」という主張を認めるわけには
いかない。しかし、選んでいるようで選べないものが存在する現実（例：希望する就職先
を選択しても、その先の配属部署は選べない）があり、現場のコミュニケーションが他者
とその場に依存している以上、いつ立場が逆転するかわからない危うさが潜んでいるのだ。 
ここで、「存在しにくい立場」を構成しているのは、「関係的生きづらさ」を抱える側と「働
いて自活する人」の両者であると考えられる。両者は単に立場を異にする者ではなく、実
は「強力に自己選択・自己責任を内面化する立場」として、非常に近い存在である。「関係
的生きづらさ」を抱える側は「自己選択・自己責任」を強力に内面化した結果として、「生
きづらさ」を社会的に可視化されない「個人の問題」として押し込める。他方で、「働いて
自活する人」は追い込まれていたとしても、やはり「自己選択・自己責任」を強力に内面
化しているが故に、可視化されない「生きづらさ」を問題視できない。両者に共通するの
は、「生きづらさ」は個人的な問題であり、それを解決するのも個人の責任であるという認
識である。こうした共通認識を持つ両者から「存在しにくい立場」は強固に築き上げられ
ていくのではないか。 
本書が提示した「関係性」は、これまで可視化されなかった（おそらくそれすら許され
なかった）「生きづらさ」に光を当て、「個人の問題」から脱却する糸口を与えてくれたと
いえる。「生きづらさ」の苦しみは、問題そのものが個人に還元され、社会的文脈の中で解
決の対象として問題視されない点にもあるのではないか。「生きづらさ」の考察に、誰もが
「当事者」になりうる「関係性」の視座を持つことが、「存在しにくい立場」とみなされる
「生きづらさ」を可視化し、解消していく第一歩になるかもしれない。 
本書は、今後「生きづらさ」の具体的な事例研究への取り組みや、問題解決への実質的
な対策を考察する上でも非常に有効な参考文献となるだろう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
